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り 講義で試料を作成して ､ その場で観察

する意義

生物学を大学入学以前に履修 して きた学生 は ､ 通常

の光学顕微鏡の写真だ け で なく ､ 電子顕微鏡や蛍光顕

微鏡など､ 特殊な顕微鏡に より撮影された細胞
･ 組織

の姿に接する機会を多く持 っ てき て い る｡ ま た生物を

履修 しな い 学生で も､ テ レ ビ の科学 番組や コ マ
ー

シ ャ

ル で ､ そ の ような写真を見る棟会は以前と比較に なら

ない程増え て きて い る｡ しか し､ こ の ような組織をど

こ からどう採取するか ､ ま た観察に至 るまで の プ ロ セ

ス が解 らな い まま で は ､ せ っ か く の 画像も親 しみを持

て るようにはならな い で あろう｡ も し自分自身を含む ､

講義室に い る誰か の組織や細胞がそ の場 で採取されて ､

目 の前 でそ の試料が観察される現場に立 ち会うこ とが

出来れば､ ど こ にそ の ような構造の 細胞が存在するか

の 印象が格段 に深まるで あろうと考え られ る｡

もう
一

つ の 側面と して ､ 教科書 やテ レ ビ に示される

写真は ､ 余りにも解りやすい ( つ ま り作られた C G 画

像 で あ っ た り ､ 長時間を要する手の込んだ染色が施 し

て あ っ た り､ と い う意味で) と いう隠された事実が あ

る｡ 学生は簡単にその ような画像が得られると錯覚し

て い る こ とが 多い が ､ 現実には美麗で 観察されやすい

像は簡単に は得 られ な い ｡ 目的 の細胞が観察可能にな

るまで の 過程を実際に知るの は ､ 色々 な意味で 大切な

ことな の で ある ｡

更 に強調 して おく べ き こ とは､ 実習などで顕微鏡を

用い る と､ 試料 の 作成から観察､ そ し て顕微鏡の用い

方ま でに ､ 個人に よる差 ( 時間もふくめ) が大きい た

めに ､ 個 々 人 の 所を回 っ て 助ける の に忙 しく ､ 実施す

る側が期待した到達点が得られずに終わ っ て しまう こ

とが多 々 ある こ と で ある ｡ 教師が試料を置き､ 全員が

同時に画像を通 して試料を観察す るこ とは ､ 各人 の作

業がなくなる欠点はあるもの の ､ 前掲 の個人差に よる

作業の バ ラ つ きの 問題がなくなるため ､ 同時に提示さ

れた問題を考え てゆきやすい 状況が作られる ｡

さ て ､ 顕微鏡 で得られる画像を現在我 々 が用い て い

る視聴覚教室の テ レ ビ画面に映す ことは､ 顕微鏡に C

C D カ メ ラを マ ウ ソ ト して ､ そ こ から得られる信号を

教材提示装置の 予備入 力端子に入 れる こ とに よ っ て簡
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単に可能となる｡ 器械に弱い筆者も教材提示装置の 入

力端子の場所を業者に電話で 聞くだけ で ､ 接続は終了

するこ とが できた ｡ こ の 際 の顕微鏡と して は ､ 試料を

染色せずに ､ 採取 して 直ちに観察出来るような位相差

顕微鏡で ある ことが望ま しい ｡

今 回教育改善経費に よ っ て ､ 位相差顕微鏡と C C D

カ メ ラ の 導入が認められた の で ､ それを講義に どの よ

うに使用 したかを こ こ で報告する ｡ ただ し こ こ で報告

する授業に用い た 申請装置の納入時期は ､ 筆者 の行う

前期の授業に間に合わなか っ た の で ､ 通常の 顕微鏡を

搬入 して試行 した 際の 結果で ある ことを予め述べ て お

きた い ｡

2 ) 授業の実際

どの ような材料から試料を作 り観察するかは ､ 前 に

も書い たように､ あ る程度の制約が ある ｡ 筆者の講義

で は以下に示すように組織 ･

細胞を得た ｡

a ) 間断なく剥げ落ちて い る細胞の採取と観察

上記の 目的 のた めには ､ 皮膚 の 表面に透明 セ ロ テ
ー

プを軽く接触させ た後､ 剥離しこめ テ ー プを観察する

方法が化粧品メ
ー カ ー

等 に よ っ て も行われるた めに ､

広く知られるもの とな っ て い る ｡ こ の ような方法で 得

られる ､ 重層扇平上皮の 表層細胞に は核が観察され難

い の で ､ 典型的な細胞と しては認識されづらい ｡ 従 っ

て ､ 皮膚に引き続い て ､ 口腔粘膜か らの 剥離細胞を歯

ブラ シ で ｢ ひ と擦り+ して採取
･ 観察する ｡ 通常 の 顕

微鏡で も､ 粘膜の細胞は 明瞭な核を含ん で い る ことが

わか る｡ こ の経験により､ はじめ て我 々 の 体に細胞が

あるこ とを確認で きる の で あるが ､ 問題がないわけで

はない ｡ 粘膜上皮から得られた細胞には ､ ど こ にも複

雑な構造は見られない か ら､ 十分種々 の 細胞を観察し

た経験者で なければ､ 細胞を実感する ことは少し難し

い か もしれな い ｡

こ の講義で は上記の単純な剥離細胞観察に終わらず ､

皮膚の細胞が我々 の衣服の裏側 ､ ま た､ 女性の メ ッ シ ュ

の 靴下 の 表面な どにも付着して多数存在する ことを確

認 して ､ 講義課題の ｢警察犬が追跡 して い るもの+ と

の関連を考えさせ て い る｡

我 々 の皮膚表面で ､ 無数に死にながら落ちて ゆく細

胞を観察した後 で ､ 陸 に住む動物の体表の保護の 様式

が ､ 1 ) ヒ トの 皮膚の様に徐々 に乾燥 した後剥離落下

するタイ プと､ 2 ) 昆虫の 様に完全に外部と遮断 して

しまう硬い構造物の被覆､ の 2 つ の タ イ プに分かれる

ことを模式図を見ながら考え させ て い る｡ ま た次 々 に

死ん で行く細胞をどの ように補うかに つ い て 考えさせ

る ことも ､ 基本的な細胞増殖の必 要性や ､ そ の 病態で

ある皮膚癌な ど の問題に つ なが っ て ゆく こと であ る｡

b ) ハ ム を利用 した筋肉の 横紋観察

筋肉とい えば､ 教科書には必ず横紋の模式図が載せ

られて い る｡ しか し日頃口に して い る肉に ､ そ の よう

な構造が存在するとい うことを短時間で実感する こと

は簡単で はな い ｡ 筆者はある日 の 昼食時､ 弁当に入 っ

て い た ハ ム を試み に ( 実態顕微鏡下で) さばい てみ て

横紋が簡単に観察される こ とをこ とを知 っ た ｡ 添加さ

れた塩の ために ､ バ ン ドの 幅は広くなり､ 実際より幅

広に なり見やすい ことも利点で あ っ た ｡ こ の 経験をも

とに ､ - ム から単
一

の 筋肉線維を取 り出し､ 横紋を観

察すると い う こ とを行 っ た ｡ 単
一

の 節線維の 取り出 し

は ､ 熟練しなければ困難なの で ､ 授業 の 開始以前に用

意しておい た ｡ 使用 した - ム は ､ 横浜 の知人か らの も

の で ､ 肉が極め て新鮮な状態で - ム にされて い るた め

か ､ 横紋が観察されやすい ｡ どの - ム で も こ の ように

ゆくか どうかは試 して い ない の で 不明 で ある ｡

- ム 試料に よる横紋観察で ､ 横紋が極め て 強固な構

造 で ､ 塩漬け加工 した後も残る こ とが解る｡ こ こ を出

発点と して ､ 横紋とは何か ､ ま た収縮と横紋の 関係な

どに つ い て講義を進めた ｡ 単 に横紋の 模式図か ら出発

す るの に比 べ ると ､ 具体的な構造と して の 印象が得ら

れるように思 っ た ｡

c ) 細胞の 大きさを実感する

生物学の授業を単に書籍だけに限ると起 こ っ てくる

問題は ､ 肉眼 で見えな い 構造の サイ ズ の 実感で ある ｡

例 えば､ 教科書の 第
一

頁 に必 ず示 される細胞とは ､ 髪

の毛 の太さ と比 べ て どの程度の 小ささな の だろうか ?

こ の種 の 問に つ い て考えた経験が ､ 余りない の で ､

学生 の 答え の幅は驚くほど幅広くなる｡ 凌) る年に得た
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設問の 答えを次表に示す｡

典型的な細胞の 大きさは ､ 髪 の毛 の 直径の Ⅹ分の 1

Ⅹ の値 人数 %

1 ≦ X < 1 0 22 ( 17 . 3)

10 ≦ Ⅹ < 10
2

4 7 (3 7 . 0)

1 0
2

≦ Ⅹ < 10
3

2 9 (2 2 . 8)

10
3

≦ Ⅹ < 10
4

1 6 (1 2 . 6)

10
4

≦ Ⅹ < 10
5

4 ( 3 . 2)

10
5

≦ Ⅹ < 10
6

4 ( 3 . 2 )

10
6

≦ Ⅹ < 10
7

2 ( 1 . 6)

10
7

≦ Ⅹ < 10
8

2 ( 1 . 6)

1 0
8

≦ Ⅹ < 10
9

1 ( o . 8)

表 の様に ､ 大変な バ ラ ツ キを示す｡ 実際 の答えは10

分 の 1 程度な の で あるが ､ 全く判断の基準を持たな い

学生には考え様の ない 問題と感じた かもしれない ｡ だ

か ら､ こ の 問題を与え る時は ､ ｢ ヤ マ 勘+ で 良い か ら

と い う風に し て間を出すこ とに して い る ｡ 現在 の教育

で は生物学を履修 して い ようが い ま い が ､ 目 に見え る

構造か ら顕微鏡的な構造 へ の橋渡 しを､ て い ね い に行 っ

て い な い ために ､ こ の 様な状況に なる の だ ろうと思わ

れる｡

そ こ で ､ 予め作 っ てあ っ た 血球塗沫標本に髪の 毛を

重ね て ､ 実際に何分の 1 程度 の も の で あるか を推察し

て もらう ｡ 図と文字だけ で生物学を習 っ て しまう こ と

の 多 い理科教育を見るに つ け て ､ こ の ような具体的な

作業を通 して細胞の サイ ズを実感 して ゆく過程が重要

なの で はなか ろうか ､ 自分も早い うちにどこか で経験

できて い たらと痛感 した次第 で ある｡

最後に ､ 分子 レ ベ ル で の生物学が進展したた めに ､

自分 の体を含め た ｢ 身の 回り+ か ら出発する事の 少な

くな っ て い る生物学教育の弊害をなくすの には ､ 授業

の 中 で直接顕微鏡を用い て ､ 我 々 自身の 細胞を観察す

ることの 意義を強調 して稿を終えた い ｡
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